
1 

 

足立区ユニバーサルデザイン推進会議 会議概要 

会 議 名 第３８回足立区ユニバーサルデザイン推進会議 

事 務 局 
都市建設部都市建設課、ユニバーサルデザイン担当課、 

総務部総務課、福祉部障がい福祉課 

開催年月日 令和６年１２月６日（金） 

開 催 時 間 午後２時２９分 ～ 午後３時３５分 

開 催 場 所 足立区生涯学習センター ４階 講堂  

区長の出席 有・無 

出 席 者 

会長 

八藤後 猛 委員 

署名委員 

内藤 久子 委員 
金子 孝一郎 委員 

長澤 陽子 委員 田中 功一 委員 槇野  浩 委員 

猿田  純 委員 相澤  修 委員 渡部 郁子 委員 

都市建設部長 

真鍋  兼 委員 

多様性社会推進課長 

小木曽 弘規 委員 

障がい福祉課長 

長門 忠雄 委員 

    

欠 席 者 

山田 あすか 委員 金井 秀之 委員 村田 雅利 委員 

   

関係区職員 

事 務 局 

ＵＤ担当課長 

安岡 毅 

ＵＤ担当係長 

辻井 隆伸 

ＵＤ調整担当係長 

森田 充 

ＵＤ担当 

薄井 風弥 
  

資 料 

 

       第３８回足立区ユニバーサルデザイン推進会議の開催について 

       学びピア２１周辺マップ 

       生涯学習センター４階フロアマップ 

       生涯学習センター４階 講堂会場図 

       第３８回足立区ユニバーサルデザイン推進会議次第 

       第３８回足立区ユニバーサルデザイン推進会議座席表 

       足立区ユニバーサルデザイン推進会議委員名簿（令和６年度） 

・資料１   第３７回足立区ユニバーサルデザイン推進会議会議概要 

・資料２   令和５年度実施事業分                  

区が実施する個別施策一覧と評価結果（案） 



2 

 

・資料３   足立区ユニバーサルデザイン推進計画 令和５年度実施事業評

価報告書①（評点確定前・編集中） 

・資料４   足立区ユニバーサルデザイン推進計画 令和５年度実施事業評

価報告書②（評点確定前・編集中） 

・資料５   ユニバーサルデザイン推進会議の区民委員の公募について 

・資料６   足立区基本計画（案）抜粋 ユニバーサルデザインの推進 

・資料７   足立区バリアフリー地区別計画（六町周辺地区編）素案 

       お知らせチラシ 

・資料８   足立区バリアフリー地区別計画（六町周辺地区編）素案 

       概要版 

・資料９   足立区バリアフリー地区別計画（六町周辺地区編）素案 本編 

 

そ の 他 

 

傍聴人：有・無 （ 人） 

 

その他の参加者：有・無 
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（審議経過） 

開会 

 

○安岡ＵＤ担当課長 皆様、こんにちは。定

刻になりましたので、始めさせていただきま

す。 

 本日は、開催日を変更した関係で区役所の

会議室が取れませんで、生涯学習センターま

でお越しいただきまして、誠にありがとうご

ざいました。 

 私は、本日の司会を務めさせていただきま

す、都市建設部ユニバーサルデザイン担当課

長の安岡と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

 本日の会議は、当会場のみで開催しており

ます。 

 また、会議時間は１時間から２時間程度を

予定しております。効率的な会議とするため、

一部の報告事項につきましては説明を省き、

配付資料のご確認とさせていただきたいと

思いますので、ご理解のほどよろしくお願い

いたします。 

 続いて、皆様に３つほど連絡がございます。 

 まず、本日の会議記録作成のため、委託事

業者が会議の内容について録音させていた

だきます。併せて、記録として背後から会議

中の写真撮影をさせていただきますので、ご

了承くださいますようお願いいたします。 

 次に、マイクの受渡しとご発言についてご

案内させていただきます。次第の案件ごとに

委員の皆様からご意見を賜ります。その際、

職員がマイクをお渡しいたしますので、お手

数ですが、ご発言の前にお名前を名乗ってい

ただきますようよろしくお願いいたします。 

 最後に、お手洗いのご案内です。事前にお

配りした会議案内図（別紙１－２）のとおり、

この会場の扉を出て左手方向にある受付を

さらに左手を曲がり進んだ途中にございま

すのでよろしくお願いいたします。 

 続いて、本日の資料確認をさせていただき

ます。 

 事前にお送りし、本日お持ちいただいた資

料と本日配付、また本日差し替え資料になり

ます。 

 まず、第３８回足立区ユニバーサルデザイ

ン推進会議の開催について。別紙１－１から

１－３、会場案内図、学びピア２１周辺マッ

プ、生涯学習センターフロアマップ。別紙２

「第３８回足立区ユニバーサルデザイン推

進会議座席表」。申し訳ございません。こち

らについては、会場の電源の関係で配置を変

更させていただきましたので、本日配付資料

と差し替えをお願いいたします。 

 別紙３「足立区ユニバーサルデザイン推進

会議委員名簿（令和６年度）」。 

 第３８回足立区ユニバーサルデザイン推

進会議次第。 

 資料１「足立区ユニバーサルデザイン推進

会議会議概要（第３７回足立区ユニバーサル

デザイン推進会議）」、こちらは前回の会議

録になります。 

 資料２「令和５年度実施事業分 区が実施

する個別施策一覧と評価結果（案）」。 

 資料３「足立区ユニバーサルデザイン推進

計画令和５年度実施事業評価報告書①（一部

評点確定前・編集中）」になります。 

 資料４「足立区ユニバーサルデザイン推進

計画令和５年度実施事業評価報告書②（評点

確定前・編集中）」。 

 資料５、こちらは本日机上配付させていた

だきましたが、「ユニバーサルデザイン推進

会議報告資料（区民委員の公募）」になりま

す。併せて募集チラシについても机上配付さ

せていただきました。 

 資料６「足立区基本計画（案）抜粋 ＵＤ

関連施策４－４ユニバーサルデザインの推

進 まちに思いやりの行動があふれている。」

になります。 

 資料７、足立区バリアフリー地区別計画チ

ラシ 「以下の案件について区民の皆様から

ご意見を受け付けています」。 

 資料８「足立区バリアフリー地区別計画 

概要版」。 

 資料９「足立区バリアフリー地区別計画 

本編」。パブリックコメントの資料になりま

す。 

 以上が本日の会議資料でございます。不足

や落丁がございましたら事務局までお申し

つけください。 

 不足等ございませんでしょうか。 

 なお、本日の会議ですが、定数１５名のと

ころ過半数以上の１１名のご出席をいただ

いており、会議が有効に成立していることを

ご報告いたします。 

 それでは、推進会議の開会に当たりまして、

八藤後会長からご挨拶をお願いいたします。 
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 八藤後会長、よろしくお願いいたします。 

○八藤後会長 皆様、こんにちは。大変暑い

夏でしたけれども、夏が終わったと思ったら

いつの間にか年の瀬の話になってきまして、

ちょっと最近季節感がなくてよく分からな

いのですが、体調などを崩したりされており

ませんでしょうか。 

 この会議もいよいよ大詰めでございます。

このたびは本当に、中には初めての方もいら

っしゃったと思いますけれども、この評価を

するという大変重責で、なおかつ資料だけで

はなかなか分からないところとかがあって

大変ご苦労なさったのではないかと思いま

すが、それでも２つの部会に分かれまして、

今回お話しがある結論を出していただきま

して、誠にありがとうございました。 

 全体を今日は見渡させていただきまして、

そのそれぞれの内容につきましてご意見等

ございましたら、どうぞ活発にお話しいただ

ければと思っております。 

 本日もどうかよろしくお願いいたします。 

◯安岡ＵＤ担当課長 八藤後会長、ありがと

うございました。 

 それでは、ここからの議事進行は「足立区

ユニバーサルデザインまちづくり条例」施行

規則第６条第２項に基づき、八藤後会長にお

願いいたします。 

八藤後会長、よろしくお願いいたします。 

○八藤後会長 分かりました。 

 それでは、早速ですけれども、推進会議の

開会に当たりまして、事務局から本日の会議

の到達目標について説明をお願いいたしま

す。 

◯安岡ＵＤ担当課長 それでは、本日の会議

の到達目標についてご説明いたします。お手

元の次第をご覧ください。 

 主な到達目標は１点でございます。 

 議事の審議・承認事項（２）の「令和５年

度実施事業個別施策の評価の確定及び報告

について」でございます。 

 こちらは、先ほど会長からご発言いただき

ました、皆様に第一評価部会、第二評価部会

に分かれていただきました評価についての

結果の確認と確定の内容になります。 

 以上となります。 

○八藤後会長 分かりました。それでは、そ

の辺りのことを念頭に入れて会議を進めて

いきたいと思っています。 

 それでは、次第２に移ります。「議事の審

議・承認事項（１）「第３７回推進会議議事

録の承認と第３８回推進会議議事録の署名

人について」に入ります。 

 先ほど安岡課長より、時間短縮のため一部

報告事項の説明を省きたいとの提案があり

ました。第３７回ユニバーサルデザイン推進

会議の議事録について、今回は時間短縮のた

め説明は省略して、委員の皆様にはご一読い

ただくということでよろしゅうございまし

ょうか。―よろしいですか。 

 ありがとうございました。 

 それでは続きまして、議事録の署名人につ

きましてご説明させていただきます。 

 足立区ユニバーサルデザインのまちづく

り条例施行規則第１０条に、推進会議の議事

録を作成し保存すること、また議事録は会長

及び会長が指名する委員が署名することが

定められています。 

 つきましては、本日のユニバーサルデザイ

ン推進会議の議事録の署名人について私か

ら指名をさせていただきたいと思います。 

 本日の議事録署名人ですが、私と内藤委員

にお願いできますでしょうか。 

 ありがとうございます。 

 では、よろしくお願いいたします。 

 それでは、到達目標の議事の審議・承認事

項（２）「令和５年度実施事業個別施策の評

価の確定及び報告について」、事務局から説

明をお願いいたします。 

◯安岡ＵＤ担当課長 それでは、評価結果の

詳細説明をさせていただきます。 

 初めに、資料２の「区が実施する個別施策

一覧と評価結果（案）」をご覧ください。こ

の一覧表の黄色い部分が、第一、第二評価部

会と分かれて評価いただきました結果とな

ります。 

 第一評価部会では、資料２の中央の施策番

号２番、３番で始まる、「くらしづくり」「ま

ちづくり」のハード面の施策のうち、２－（３）

－①の「ユニバーサルデザイン製品の周知啓

発」と、２－（３）－②「ユニバーサルデザ

イン製品の開発支援」を除いたものになりま

す。 

 第二評価部会のほうでは、先ほど申しまし

たユニバーサルデザイン製品の施策の２件

を含めた、施策番号１番、４番で始まる「ひ

とづくり」「しくみづくり」のソフト面の評

価をいただきました。 

 評価結果は、第一部会が全て４点で平均点
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が４、第二部会が評価３が１施策、評価４が

５施策、評価５が２施策の平均点が４.１２

５となりました。 

 次に、資料３の評価報告書①をご覧くださ

い。 

 この評価報告書①は、評価報告書として区

のホームページに掲載する予定です。 

 今回、評価確定前ということで一部編集中

となっております。内容や文言が不完全な箇

所もございますが、編集の際に整えさせてい

ただきますので、ご了承くださいますようお

願いいたします。 

 評価報告書の前半、１ページから７６ペー

ジまでは評価対象となった施策の記載。後半

の７７ページから１１７ページは評価対象

外の施策の記載となっております。 

 なお、評価点確定後、巻頭について八藤後

会長の総評をご記入していただく予定です。

また、各施策の巻末に「評価部会時の委員意

見」と部会長の「総括意見」を記載いたしま

す。 

 次に、資料４の評価報告書②をご覧くださ

い。 

 こちらは、各施策の担当所管の自己評価結

果のまとめになります。また、評価報告書①

からの引き続きのページ番号の１１８ペー

ジから１４８ページまでとなっております。 

 １２６ページをご覧ください。一番上の灰

色の帯に各事業の実績、効果、今後の方針、

検証、行政評価などの自己評価が記載されて

おります。ピンクの帯が施策ごと、緑の帯が

各施策の事業ごとになっております。 

 説明は以上となります。 

○八藤後会長 ありがとうございました。 

 では、今回の「令和５年度実施事業個別施

策の評価の確定及び報告について」、委員の

皆様で何かご質問等はありますでしょうか。 

 ただいま事務局のほうで説明いただいた

内容についてです。 

特によろしゅうございますでしょうか。 

 それでは、「令和５年度実施事業個別施策

の評価の確定及び報告について」、資料２の

評点で確定をするということでよろしゅう

ございましょうか。 

 これは皆様方でそれぞれやっていただい

たのですけれども、自分が出席していないと

ころの評点なども含まれておりますので、そ

れについて、先に聞いてしまったのですけれ

ども、もし疑義などがあれば言っていただけ

ればと思いますが、もしなければこれで確定

ということになります。―よろしゅうござ

いますでしょうか。 

 では、事前に目を通していただいていると

いうことで、これで確定をご了承いただけた

ということで進めさせていただきます。どう

もありがとうございます。 

 それでは、次に報告事項（３）の「ユニバ

ーサルデザイン推進会議の区民委員の公募

について」、事務局から説明をお願いします。 

◯安岡ＵＤ担当課長 本日配付資料の資料

５及び募集チラシをご覧ください。 

 ユニバーサルデザイン推進委員の任期は

２年となっており、来年度に改選となります。

それに伴い、資料５及び募集チラシのとおり

公募を行います。 

 応募資格は、区内在住、在勤、在学の方で

年齢が１８歳以上、公募委員を直近連続で４

期以上務めていない方になります。 

 募集期間は、１２月１０日から来年１月１

４日までで、申込書は都市建設課にあるほか、

本日お配りしましたチラシのＱＲコードで

区のホームページにも記載しており、区のホ

ームページからダウンロードできます。また、

応募についてはホームページの申込書、経歴

書、応募理由書、論文を都市建設課まで持参

もしくは書留郵便でお願いいたします。 

 毎年、応募が数名と少ないので、ぜひとも

応募の宣伝にご協力いただきますようお願

いいたします。 

また、今回、予備のチラシを持参しており

ますので、ぜひお持ちになって応募宣伝にご

協力をお願いしていただきますとありがた

いです。 

 以上となります。 

○八藤後会長 今、説明がありましたユニバ

ーサルデザイン区民委員の公募について、委

員の皆様で何かご質問などございますでし

ょうか。 

 特にないようでしたら、次に行きます。 

 次に、報告事項（４）「足立区ユニバーサ

ルデザイン出張講座教材作成について」、事

務局から説明をお願いします。 

◯安岡ＵＤ担当課長 「足立区ユニバーサル

デザイン出張講座教材作成について」、担当

の森田から説明します。 

○森田ＵＤ担当調整係長 皆さん、こんにち

は。ユニバーサルデザイン担当係長の森田で

ございます。いつもお世話になっております。 
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 私のほうからは、報告事項（４）「足立区

ユニバーサルデザイン出張講座教材作成に

ついて」、ご説明申し上げたいと思います。 

失礼いたします。着座にてご報告をさせて

いただきます。 

 こちらの（４）になりますけれども、まず

初めに、ユニバーサルデザイン出張講座の現

状と教材をこのたび更新する目的について、

ご案内させていただきます。 

 まず出張講座の現状でございますが、現在、

小学生向けにユニバーサルデザインの出張

講座を我々職員のほうがしております。こち

らは平成２６年度から開始をしておりまし

て、足かけ１０年ぐらい同じ教材を適宜アッ

プデート、加筆修正しながら使用してきてい

るところでございます。その期間に、心のバ

リアフリーとか、障がいのある人への社会的

障壁を取り除くための社会モデルという新

しい概念が国から提唱されてまいりました。

それを受けまして、私ども、今年からなので

すけれども、現在使っているユニバーサルデ

ザイン出張講座の教材を更新しようという

ことで作業を進めております。 

 目的としましては、次世代を担う子どもた

ちに、この新しい考えに基づいたユニバーサ

ルデザインの理解を深めてもらうために、本

教材を更新したいというふうに考えており

ます。 

 続きまして、ＵＤ教材の概要について、ご

説明をさせていただきたいと思います。 

 まず１つ目としまして、従来は小学校の高

学年用、主に小学校の４年生を対象としまし

たけれども、このたびは新たに中学生以上の

大人の方にも対応できるような教材にした

いということで、小学生向けと大人向けの２

種類をつくりたいというふうに考えており

ます。 

 ２番目としまして、今回の教材の特徴でご

ざいますけれども、実際に教材の中に障がい

をお持ちの方にご出演いただきまして、後ほ

ど紹介させていただきますけれども、ショー

ト動画とか写真を―イラストも含めまし

て―数多く組み込みまして、児童が興味を

持って学習できるように工夫をさせていた

だいております。 

 ３つ目として、教材の内容と構成なのです

けれども、この教材をつくるに当たりまして、

事前に障がい者の団体様にヒアリングを行

いまして、そのフィードバックを踏まえて作

成する予定でございます。 

 続きまして、この撮影とかヒアリングにご

協力いただいた方の紹介になります。 

 足立区の視力障害者福祉協会様、ろう者協

会様、国際障害者年の完全実施をすすめる足

立の会、それぞれの皆様にご出演をお願いし

ている状況でございます。 

 続きまして、教材更新の留意点について、

ご報告させていただきます。 

 ユニバーサルデザインの最新の知見を教

材に反映させたいというふうに私どもは考

えておりますので、今回の構成に当たりまし

ては、外部の専門事業者にコンサルティング

委託をさせていただきました。 

 また、教育デジタルトランスフォーメーシ

ョンに対応したユニバーサルデザインの推

進のために足立区が支給しているタブレッ

ト、この支給しているタブレットはＣｈｒｏ

ｍｅｂｏｏｋということなのですけれども、

その小学生向け、中学生向けのタブレットに

も対応した電子教材を作成したいというふ

うに考えております。 

 続きまして、ユニバーサルデザイン出張講

座、この写真は昨年度の様子ですけれども、

向かって左手が授業の様子になっておりま

す。こちらの女性の方が、実は足立区の職員

になっていまして、授業の合間に、子どもた

ちに５～６人ぐらいのグループにまとまっ

ていただいて、それぞれ私ども区役所の職員

が投げかけたユニバーサルデザインに関す

る質問についてお話合いをしていただいて、

このように前のほうに出ていただいて発表

していただくもらうような、ちょうどこの子

が発表している様子なのですけれども、その

ようなことをさせていただいております。 

 続きまして、先ほど説明ありましたように、

現在、足立区のほうは足立区の基本計画の改

定作業を進めています。来年度から新しい基

本計画に切り替わるわけなのですけれども、

その中でもユニバーサルデザインの推進と

いうのが一つの柱になっております。心のバ

リアフリーの共生社会を実現、学校と連携し

てユニバーサルデザインを広げる、多様な

人々が利用しやすい施設をつくるというこ

とで、特に学校との連携の中で私どもユニバ

ーサルデザイン出張講座の充実ということ

で基本計画にも盛り込んで、ユニバーサルデ

ザイン出張講座自体、基本計画との整合性を

図ってまいりたいというふうに考えており
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ます。 

 続きまして、令和５年度、昨年度のＵＤ出

張講座の実施状況でございます。島根小学校

から長門小学校まで延べ１２校３０クラス、

７８６名の子どもたちに授業のほうを出前

講座でさせていただいております。 

 こちらは、ユニバーサルデザイン出張講座

の更新スケジュール、概略なのですけれども、

ご参考にということで載せております。先ほ

どもご説明しましたように、車椅子をご利用

の方、視覚・聴覚障がい者の方とヒアリング

をさせていただきまして、できるだけ多様な

意見を教材に取り入れるための作業をさせ

ていただいております。 

 現在はちょうどこの辺だと思うのですけ

れども、ショート動画の撮影ということで、

後ほどご案内しますけれども、実際に車椅子

を利用の方がバスに乗車するシーンとか、竹

ノ塚駅構内、また竹の塚まち歩き、そのほか

区の施設、小学校、中学校、それから区民事

務所、コミュニティセンター等で撮影のほう

をさせていただいて、今ちょうどまとめてい

る最中です。 

 ３番目が、そういうことで動画・写真の編

集作業をさせていただいておりまして、４番

目に、こちらはコンサルティング委託してい

ますので、デザイナーさんを使って、できる

だけ子どもたちが興味を持つような物に仕

立てたいと考えております。 

 あと、先ほど申し上げましたように、教育

ＤＸに対応するためにタブレットでも使え

るようなものにしようということで、データ

の作成を始めて、今後の予定なのですけれど

も、教育委員会さんのご意見を聞いたり、実

はこの教材については、今年初めての取組な

のですけれども、いわゆる学校の先生がお使

いになっている教育指導書的な物も同時に

作成して、学校の先生でもこの教材をご利用

できるようなことを少しやってみようとい

うふうに考えております。 

 ８番目として、ある程度出来上がったら、

ご協力していただける小学校で模擬授業を

この教材を実際に使ってやってみたいなと。

せっかく作った教材ですので、ＰＲ活動をし

っかりさせていただいて、できるだけこの教

材を多くの小学校に使っていただきたいと

いうことで、最終的には年明けの３月の完成

を目指して作業を進めてまいりたいと思い

ます。 

 現在作成中の出張講座のイメージ、これは

縮小サイズなのですけれども、簡単にご案内

をさせていただきたいと思います。 

 まず、タイトルとして「ユニバーサルデザ

インのまちづくり」、仮称でございますけれ

ども、今この名称で考えております。 

 目次なのですけれども、１番目の「みんな

だれ」とか、バリアをなくす工夫、５つぐら

いのトピックを５点構成で考えております。

その中で、次に「ユニバーサルデザインって

なんだろう」ということで、実際に本編に入

る前のイントロダクションみたいな形で、導

入編ということで、子どもたちに「ユニバー

サルデザインとはどういうもの」とか、「な

ぜ皆さんが暮らすのにユニバーサルデザイ

ンが大事なのですか」とか、いろいろ投げか

けをしまして、本編で実際に「皆さん誰」と

いうような形で、見にくくて恐縮なのですけ

れども、まちには車椅子を利用したりとか、

白杖を持っている方、いろいろな人がいます

よとか、後ほど動画もお見せしたいと思うの

ですけれども、実際に車椅子の方がバスに乗

るシーンとか、そういったものを入れまして、

子どもたちが興味を持つような工夫をさせ

ていただいております。 

 後ほど動画のシーンをお見せしたいと思

うのですけれども、実際に目の不自由な方に

点字ブロックの上を歩いていただいたりと

か、点字ブロックも、この棒状のやつと点々

のやつと実際に区別がついている子もいま

すけれども、意外に知らない子もいらっしゃ

いますので、こういったものをお話ししてい

ます。 

 これは耳の不自由な方との動画シーンと

か入れています。 

バリアをなくす工夫ということで、本編の

第２章に入りまして、続きまして「バリアは

どこにある」ということで、第３編に入りま

す。 

最近は、皆さんご案内だと思いますけれど

も、障害者差別解消法が今年の４月から改定

になりまして、事業者による障がいのある人

への合理的配慮の提供が努力義務から義務

化になりましたということもありますので、

この辺の最新のトピックについても、難しい

単語を使わずに、子どもたちに今現在どうい

う社会構造の変化があるかということを

我々の出張講座でお伝えしていきたいとい

うふうに考えております。 
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 続きまして、４番目、実際に困っている人

の意見を聞かないと実体感が湧かないかな

ということで、こちらを第４章ということで

入れております。 

 そして、第５章は「バリアフリーを考える

心」ということで、思いやりの心、その辺に

ついても子どもたちとのお話合いの中で、話

し合っていただけるための教材というか材

料を第５章のほうに入れております。 

 続きまして、実際の出張講座のイメージ、

先ほどは縮小版で見にくかったので、原寸サ

イズということで、制作中なので実際の完成

版とは異なることもありますけれども、イメ

ージだけ簡単にご紹介させてください。 

 これが鏡になるのですね。表紙になります。

こんな形でなって、これはイントロダクショ

ンのところですけれども、本編に入る前に子

どもたちに問題提起する形で入れておりま

す。 

 特に、障がいのある人への社会的障壁を乗

り除くための社会モデルというのが新しい

概念として入っていますので、その辺の投げ

かけというのをしていきたいというふうに

考えております。 

 「まちにはいろいろな人がいます」という

ことで、この辺も一つの質問なのですけれど

も、実際に子どもたちも車椅子の方がバスに

乗っているシーンというのはなかなか見た

ことがないのかなと思いますので、そういっ

たものも動画で入れております。 

 こちらは竹ノ塚の交通広場で東武バスさ

んにご協力いただきまして、わざわざ回送バ

スを現地に着けていただきまして、車椅子の

方にご協力いただきながらシーンを撮って

おります。 

 こちらは目の不自由な方の道しるべとい

うことで、竹の塚センターの前なのですけれ

ども、ちょうどエスコートゾーンを、この方

にご協力いただいて歩いていただくシーン、

また耳が不自由でもお話しできますという

ことで、手話のシーンなのですけれども、手

話ができる職員に登場してもらって話をし

ているようなところもございます。 

 あとは長い階段の前で困っている人とい

うことで、分かりにくいかと思うのですけれ

ども、実際にこの女性の方はヘルプマークを

かばんにつけているのですけれども、見た目

は健常者と区別がつかないと思うのですよ

ね。ただ、この方は今、右手にかばんを持っ

ていて、実はこの方は左手が不自由で、ここ

の手すりを使いにくいのですね。ですので、

長い階段なので手すりをつかめないと上り

にくいということで躊躇しているシーンと

いうことで載せていただいております。 

 次に、「バリアをなくすみんなに工夫」と

いうことで、これも皆さんご案内かと思いま

すけれども、シャンプーにぶつぶつがあると

か、切り欠けがあるとかで、目の不自由な方

も、実際にこれが牛乳かとか、シャンプーか

リンスかということが触って分かるような

ことも子どもたちにお伝えしたいと。 

 小学校については、背の低い１年生の子は、

この子は背伸びしていると思うのですけれ

ども、洗面台が高いと使いにくい、高学年は

使えるのですけれども、そのようなことを実

際に私どもは鹿浜五色桜小学校と平野小学

校でそれぞれ撮影させていただいて、鹿浜五

色桜小学校は新しい小学校、平野小学校は古

い小学校でバリアフリーがなかなか難しい

ところもあるのですけれども、そういったも

のも撮影して、子どもたちに臨場感も含めて

理解してもらうような工夫をしています。 

 こちらも同じようなものなのですけれど

も、公共施設ということで西新井センター、

これは２年ぐらい前ですか、結構新しくてバ

リアフリーが整ったところなのですけれど

も、それの反対に江北コミュニティセンター

というのはできてから３０年～４０年はた

っている、バリアフリーがなかなかできない

ということで、今後大規模改修するとは聞い

ていますけれども、この辺の撮影シーンも設

けております。 

 ほかにＵＤの工夫ということで、子どもた

ちに考えてもらうために、こんな質問コーナ

ーなんかを設けて、グループで話し合っても

らったりとかしております。この辺もグルー

プで話し合ってもらうことですね。 

 ４つのバリアということで、物理的、ルー

ル、文化、意識と４つあるのですけれども、

このうちの「物理的」だけご案内しますけれ

ども、電車やバスの公共交通機関、道路など

のバリアの不便について、どういう対応がで

きるかということを子どもたちに考えても

らおうというふうに考えております。 

 こちらも実際に障がいをお持ちの方がど

ういう点で、トイレだとか、町なかで困って

いるかというシーンを載せていきたいとい

うふうに考えております。 
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 こちらは花壇なのですけれども、車椅子の

方が花壇に近づいていくためには、ここの花

壇が地面より高くて、なおかつ車椅子が中に

入り込めるようなスペースがあるような工

夫をしている植栽帯もありますので、そうい

ったものも紹介をしていきたいというふう

に考えております。 

 「私たちもできる自分たちの学校」という

ことで、これは今探しているのですが、該当

している小学校が見つからないので採用に

なるか分からないのですけれども、この図書

室とか最初見にくかったのですね。ところが、

子どもたちが工夫して、分かりやすいように

こういう新しい表札をつけるとか、職員室も

そうなのですが、そういった工夫をして小学

校のユニバーサルデザインを進めていると

いう、子どもたちが独自にやっている取組も

ありますので、そういったものもあれば教材

の中でご紹介して子どもたちに興味を持っ

てもらいたい、そういった工夫をさせてもら

いたいと思います。それがこの辺の内容だと

思います。 

 本当に雑駁なご説明でございますけれど

も、来年の３月に向けて、もし皆様からご意

見とかご提案があったら、それもこの場でお

聞きしながら作業のほうを進めてまいりた

いと思いますので、今後ともよろしくお願い

いたします。 

 私からの説明は以上でございます。 

○八藤後会長 どうもありがとうございま

した。確実にバージョンアップしているとい

うのが分かりますね。量も多くなったのでは

ないかなというふうに思いますけれども。 

 ご意見などがある場合には後で寄せてい

ただく、それともこの場で言っていただいて

もいい……。 

○森田ＵＤ担当調整係 どちらでもいいの

で。 

○八藤後会長 では、伺ってもよろしいです

か。 

 それから、予定表を見ると１２月がぎりぎ

りみたいな感じなのですけれども、このスラ

イドの内容を例えば今から変えるとかとい

うことは可能なのでしょうか。もちろん全部

組替えということはないと思いますけれど

も。 

○安岡ＵＤ担当課長 何というのですか、も

ともとこの教材は、多様なご意見を基につく

りたいというふうに思っていますので、もし

ご提案があれば、対応できる範囲で対応させ

ていただきたいと思っています。 

○八藤後会長 分かりました。 

 ということのようでございますので、まず

ご質問などがありましたら。 

では、先にどうぞ。 

○真鍋委員 都市建設の真鍋でございます。

今日はありがとうございます。 

 今見ていただいた内容で、私はどちらかと

いうと委員というより事務局寄りの人間で

すので、最初にお断りといいますか、多分見

ていただいて気になる点が多々あったと思

います。 

字の大きさとか、そこについては当然直す

のですが、事務局にも私から申し上げている

のは、色の使い方が非常によろしくなくて、

すごく見づらいのですよ。お二方が、多分そ

ういう指摘をされるのではないかというふ

うに思っていて、先に言わせていただきまし

た。カラーユニバーサルデザインの観点から

いきますと、先ほどのパワーポイントの絵を

見ていただくと、私も仕事で使いますけれど

も、ああいう色の使い方は非常に見づらいし

目が疲れるので、これは必ず改善したいと思

います。 

 ただ一方で、手前みそなのですけれども、

字面ではなくて動画で「実際こうなのですね」

と入れているところは多分いいところだと

思いますので、その点も踏まえた中で改めて

皆さんからご意見を頂きたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

 意見を言う前に封じられてしまったよう

な感じがしますけれども、最初に質問から行

きましょう。何か聞きたいことがあればとい

うことで。 

よろしいですか。ご意見のほうを伺いたい

と思います。 

○長澤委員 委員の長澤です。 

 まさしくそれを、指摘という言い方はよく

ないのですけれども、意見としてさせていた

だきたいなと思ったのですけれども、とにか

く色の数が多過ぎるので、何が言いたいのか、

どれが大切なのかというのが、なかなか分か

りづらいですよね。 

 ただ、テーマにしている内容はすごくいい

なと思ったので、もっとそこをうまくまとめ

て、色のユニバーサルデザインというのをも

う少し意識をしていただきたいということ
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と、特に電子教材って紙とはまた違って、そ

の場の光の関係とか、例えば暗くするとか広

くするとか、あとはプロジェクターの関係と

かで見えづらさとかはすごくあると思うの

で、一つ使うと危険なのは黄色が結構危険な

ので、その辺は利用を控えたほうがいいかな

というところと、あとはフォントですね。見

ていると複数のフォントがあって、ぱっと見

た感じ４種類ぐらいフォントを複数使われ

ているのですけれども、特にポップ体的なの

は、ユニバーサルデザイン的には文字として

は見づらい、認識しづらい方もいらっしゃる

と思うので、せっかくなので、その辺はＵＤ

フォントでそろえていただくと、もっとすっ

きりするのではないかと感じました。 

 以上です。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

 特に足立区は自治体の中ではカラーユニ

バーサルデザインでトップを走っていたよ

うな気がしますので、なおさらいろいろな人

が見ているのではないかなと思いますので、

ただいまの意見のところを参考にしていた

だければというふうに思います。 

 ほかにございますでしょうか。 

○渡部委員 ありがとうございます。渡部で

す。 

 色と文字はまさにそのとおりで、ポップ体

より、今ＵＤのフォントもたくさん出ている

ので、そういったものを使ったほうが見やす

いなと思ったのと、あと内容について、ユニ

バーサルデザインが必要というか目指す世

界は、多分障がい者だけではなく、障がい者、

高齢者、子ども、それからＬＧＢＴＱを含む

性差別みたいなもの、あと国籍、外国人です

ね。その５種類というふうに私は認識してい

るのですけれども、中で描かれていたものが

障がい者中心のもの、あとお子さんにとって

使いやすいというところは出ていたので、子

どもとか障がい者向けにはいろいろな提案

ができているのではないかなと思いました。 

 なので、あとは年齢の中でも高齢者向けに、

高齢者にはどんなところが障がいなのだろ

うかとか、外国の方にはどんなところが障が

いなのだろうかという視点を一つずつでも

事例を入れていただくことで、ＬＧＢＴＱも

取り扱うのは難しいというか、我々世代だと

分からないところもたくさんあるかもしれ

ないですけれども、今の小学生には必要な項

目かなと思うので、そういったものが取り入

れられたら、さらによくなるのではないかと

思いました。 

 以上です。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

 まさにそうですね。今の小学生だったら、

すごく重要なことかもしれませんね。どうも

ありがとうございます。 

 ほか、ございませんか。 

 では、ほかに出てくるまでに、私のほうか

ら。今の渡部委員の言われたこととも関連す

るのですが、実はつい最近気がついたことで

恐縮なのですが、「心のバリアフリー」とい

う言葉、スライドの中には直接出てこなかっ

たと思いますけれども、意識のバリアフリー

だったかな、そんな感じで出ていますけれど

も、あれは、私が排除する人、あなたは排除

される人というふうに、見る人を分断してい

ないかなというふうなことに恥ずかしなが

らごく最近気がついたのですね。 

 つまり、このスライドを見て、お話を聞く

人は「いろいろ困っている人がいるから、そ

ういうときは助けてあげようね」とか「こう

いう配慮しようね」というのは、「私はやっ

てあげる人たち」というスタンスでお話しを

しているのだけれども、実は一番大事なこと

は「あなたも他人事ではないんだよ」という

か、「自分事」ですね。どのシナリオとか、

どの絵をどう変えなさいというふうに申し

上げるほどネタを持っていないのですが、全

般的に「いろいろな人に配慮をしてあげまし

ょうね、あなたたちはできるでしょう」とい

う片方の側に立ってお話しをするのではな

くて、「あなたも自分事としてこれを考える

ことができるようになるといいですね」とい

う、そういうふうな全体の流れというか、意

味合いをご配慮していただいて。それで先生

向けの解説書もあるようですので、そういう

ところで、子どもたちが「自分はやってあげ

るんだ」というスタンスにならないような学

校での扱い方を工夫してもらうように働き

かけてもらうといいかなというふうに最近

思っています。 

ということで、具体的にどこをどういうふ

うにという話でなくて申し訳ないのですが、

ちょっとそういう視点で眺めてみていただ

ければと思っています。 

 すみません、私からは以上です。 

 引き続きございませんでしょうか。 

 でも、ビジュアルでよく分かりやすくてい
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いと思いますので。 

 では、そういうことでまだ余地がありそう

でございますので、できる範囲でやっていた

だければと思います。 

○森田ＵＤ担当調整係長 ありがとうござ

います。 

○八藤後会長 ということで、それでは次に

行きたいと思います。 

 それでは、報告事項（５）「足立区基本計

画のパブリックコメントの実施について」、

事務局から説明をお願いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 資料６をご覧くださ

い。 

 ユニバーサルデザイン推進計画の上位計

画である足立区基本計画が来年度から改定

されます。 

 その基本計画の中に、資料６にありますと

おり、施策の１つとして「ユニバーサルデザ

イン推進」があります。それに伴い、１２月

１１日（水）までパブリックコメントを実施

しております。 

 主要な課題として３つ、「心のバリアフリ

ーへの理解」、「ユニバーサルデザイン教育

への機会提供」、「バリアフリー整備の推進」

を挙げており、区の現状、施策の方向、主な

取組について記載しております。 

 また、成果指標として「高齢者・障がい者

に配慮していると思う区民の割合」、「ユニ

バーサルデザインの施設整備の評価点」を入

れております。 

 ご意見等ありましたら、期間が短くて誠に

恐縮ですけれども、１２月１１日（水）まで

に区のホームページのパブリックコメント

にご意見を頂けますと幸いです。 

 説明は以上となります。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

 パブリックコメントではありますが、もち

ろん皆さん方も書いていただく資格がある

ということでございますので、お書きいただ

ければということでございましたけれども、

せっかくでございますので、もし今何かあれ

ばここで言っていただくと皆さんで共有で

きるのでいいかなと思いますが、今この場で

あればということで結構ですが。 

 渡部委員、お願いします。 

○渡部委員 渡部です。 

 資料６の上の小さな評価点のところで、成

果指標の１・２のところに「自らを含めた地

域の人々が、日常生活の中で高齢者・障がい

者等の多様な人々に配慮していると思う区

民の割合」と書かれている、ここが先ほど申

し上げたように、高齢者が今マイノリティか

と言われると、ちょっと微妙なところですけ

れども、５つのマイノリティを入れていただ

いたほうがいいのではないかと思いました。 

高齢者、障がい者、子ども、性別に関わる

ＬＧＢＴＱと書くのか、性別によるそういっ

た方々と、国籍によるそういった方々という

５種類、欄が書きづらいかもしれないので、

そこは入らないからこうなっているという

可能性もあるかなとは思いつつ、もし入るの

であればお願いしたいと思いました。 

 以上です。 

○八藤後会長 ありがとうございます。 

 先ほどのご意見とも連続しているので、そ

ういうふうに思うと、ほかの資料でもそうい

う部分がないかなというのも、せっかくの機

会ですので、区の方には見渡していただけれ

ばいいかなというふうに思っています。 

 ほかにいかがでございますか。―よろし

いですか。 

 ありましたら、そういうことで。 

○安岡ＵＤ担当課長 パブリックコメント

をやっておりますので、担当的には、同じ区

役所内なのですけれども、政策経営部のほう

でやっておるのですけれども、今言った１件

については担当課のほうにお伝えしたいと

思っております。 

○八藤後会長 では、よろしいでしょうか。 

 余計な話かもしれないのですけれども、最

近、官庁なんかで「困り事」という言葉をよ

く使われまして、どこかに出ているのではな

いかと思うのですが、「何々についてこうい

う困り事がある」と。特に精神とか、発達障

がい系の方々のものに「日常生活での困り事」

という言葉があると思うのですが、それって

私はすごく軽いと思います。 

 困っていて生活ができない、生きていけな

いという人もいるので、資料６の冒頭にも書

いてありますけれども、「人権と多様な個性」

って「人権」という言葉が入っているので、

人権を「困り事」というふうにするのは軽す

過ぎかなというふうに思っていることがあ

りますので。今、直接聞かれているものでは

ないですけれども、今後様々な文書などでも

そういうことを頭の隅に入れてお作りいた

だけるといいかなというふうに思いました。

すみません、関係ない話で。 
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 では、先に行ってよろしいでしょうか。 

 では、報告事項（６）の「足立区バリアフ

リー地区別計画（六町周辺地区編）（素案）

のパブリックコメントの実施」について、事

務局から説明願います。 

○安岡ＵＤ担当課長 資料７、８、９をご覧

ください。 

 こちらは別の協議体であります足立区バ

リアフリー協議会で検討しておりますが、Ｕ

Ｄ推進会議の委員の皆様にもご報告させて

いただきます。 

 足立区では、まちの一体的なバリアフリー

化を進めるため、区内１０地区を指定して、

順次地区別計画を策定しております。 

 これまでに、区役所、江北、花畑、総合ス

ポーツセンター、綾瀬・北綾瀬の各地区を策

定し、今年度は区画整理事業が完成に近づい

ております六町周辺地区を策定しておりま

す。残りは４地区となっております。 

 今年夏に行いました六町周辺地区のまち

歩き点検では、ＵＤ委員の山田副会長、金子

委員、渡部委員にもご参加いただきまして、

誠にありがとうございました。 

 点検結果については、本編にあります資料

９の終わりの部分の資料編に記載しており

ます。 

 資料９の本編では、３つの章と資料編に分

けて記載しております。第１章では地区別計

画の概要、第２章では六町周辺地区の策定に

至る経緯、第３章では六町周辺地区のバリア

フリーの取組を記載しております。 

 毎年、バリアフリー地区別計画に対するパ

ブリックコメントが非常に少なくて、数件し

か来ていない状況です。ＵＤ推進会議の皆様

には、この資料をご覧いただいて、ぜひとも

ご意見を区のホームページのパブリックコ

メントにお寄せいただければ幸いです。 

 パブリックコメントの募集は１１月２５

日から始まっておりまして、１２月２４日

（火曜日）までとなっておりますので、お早

めにご意見を頂けますとありがたいです。 

 説明は以上となります。 

○八藤後会長 今、説明がありました「足立

区バリアフリー地区別計画（六町周辺地区編）

（素案）のパブリックコメントの実施」につ

いて、委員の皆様で何かご質問はございます

でしょうか。 

 皆さんに考えていただいている間に私か

ら。八藤後ですけれども、結局、地区別計画

って何なのだろうというのがよく分からな

いので意見の出しようがないんじゃないの

かなというふうに。もちろんホームページを

見ると、まず基本計画というのがあってみた

いな、そういうところがきちんと出ているの

で、情報不足だというふうには思わないので

すが、「パブリックコメントを頂きます」と

いうときに、この地区別計画というものの意

義というか、すごくこれは大事なもので皆さ

ん方の生活に一番身近なものなんだという

のが感じられるような説明を２～３行加え

ていただくと、今後で結構でございますけれ

ども。 

○安岡ＵＤ担当課長 まちの道路とか施設、

公園とか、まち全体の一体的なバリアフリー

化を進める地区を１０地区選定しまして、特

に総合的なバリアフリー化を進めるという

計画なのですけれども、ちょっと分かりにく

いというのはあったと思いますので、その辺

も考えていきたいと思っております。 

○八藤後会長 これは足立区だけではなく

て、どこの自治体も、いきなりこういうこと

がポンと出て「何か意見を」と言うと、言い

にくいという。大体何が問題になっているん

だというところがよく理解できないという

ところがあるので、今後もうちょっとご説明

いただけるといいかなと思います。 

○安岡ＵＤ担当課長 今ちょっとあれなの

ですけれども、八藤後会長のほうから言われ

た分かりにくいというご意見、何でも構いま

せんので、そういったご意見をぜひとも頂け

ればと思いますので、皆様よろしくお願いい

たします。 

○八藤後会長 今までもいろいろな地区が

ありましたので、今さら何を言っているかと

いう感じではありますけれども、ご配慮いた

だければと思います。 

 皆様方のほうからいかがでしょうか。どう

ぞ。 

○真鍋委員 改めて地区別計画なのですけ

れども、ここの地区だから特別という言い方

も変なのですけれども、当然足立区は広うご

ざいますので、特に重点にやらなければいけ

ないという位置づけになっています。実例で

言いますと、計画をつくって終わりではなく

て、例えば地区別計画を最初につくったのが、

足立区役所周辺の地区別計画をつくりまし

た。 

 それに基づいて何が実施されたかという
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話なのですけれども、実は梅島の駅から区役

所に行くまでに、歩道が今まではインターロ

ッキングブロックで、ガタガタで非常に歩き

づらかったのですが、この計画に基づいて全

て歩きやすいようにアスファルト舗装に打

ち替えて、なおかつ点字ブロックを設置した

ということ。ですので、実際はハードの部分

にその時代・時代で、今、何でインターロッ

キングの話をしたかといいますと、実は平成

の初期の頃はこれがはやっていまして、例え

ば商店街とか、歩道であったりでも敷き込ん

でいて、あれはあれでよかったのですが、実

は年数がたってきますと結構ガタガタにな

ってきて、杖をついている方がつまずくであ

ったりとか、ベビーカーを押しづらいとかと

いう非常に苦情が来ているケースが多いの

です。 

 ですので、そういった改善も含めたことを

やっていきたいということと、あと実はこれ

は足立区だけの取組ではありませんので、関

係する国や都もこの計画づくりに協力して

いただいているので、直近ですと、東綾瀬公

園という結構広い公園があるのですが、東京

都のほうでこれからバリアフリーの改修を

することになりました。 

道路と公園の入り口のところに段差があ

って車椅子利用者が入りづらいとか、先ほど

学校現場で出すような事例で、例えば水飲み

場も車椅子の方が使いづらいような水飲み

場になっているので、これも全て替えるとい

うことで、実は計画をつくることによって、

今まで問題がなかったわけではないのかも

しれませんけれども、それが１つでも２つで

も進んでいるということでありますので、こ

れをつくる意義が非常にあるということと、

プラスアルファ実はこの計画をつくると国

とか都からお金がもらえるということがあ

るので、補助金を出すほうとしても、ちゃん

と自治体が計画をつくって、それに基づいて

やっているという挙証資料があることによ

って、区の財政にとってもプラスになるとい

う効果がありますので、頭の片隅にそういう

視点もあるのだなということを思っていた

だけるとありがたいと思います。 

 すみません、長々と話してしまいました。 

○八藤後会長 どうもすみません。説明を求

めたわけではないのですけれども、説明をい

ただきましてありがとうございました。 

 ということで、この件はよろしゅうござい

ますか。 

 渡部委員。 

○渡部委員 ありがとうございます。今のお

話を聞いて、とてもすばらしい仕組みだなと

思いまして、実際にこういうところをこうし

たいなという意見が反映されて、しかもそう

いう計画をつくることによって、お金ももら

えてきちんとできるというのはすばらしい

仕組みだなと思いました。 

 それとは直接関連しないのですけれども、

例えば道路で、一時期はやってガタガタの道

路みたいなところがあったりします。ベビー

カーを押していてもガタガタするしみたい

な。杖だと本当に足がつまずくなんていう声

もあったりして、そういうバリアフリーの話

をほかのところでしたときに、ヨーロッパは

石畳の街だし、それについて文句を言う人は

いないのですよねというような話を聞いた

ことがあります。まさにそこが心のバリアフ

リーなんだよなと思っていて、例えばその石

畳の道路がとても美しくて、まちの人たちが

それをいいと思っていて、ちょっとつまずく

けれども、そういうふうに美しさを求めてや

ったという人もいれば、いや、歩きづらいよ

ねという人もいたりして。なので、それも時

代によってよさが変わっていくということ

もあったりすると思うので、それをきっかけ

にまちの人たちが話し合って、「いや、美し

いから残そうよ」という意見もあれば、「や

っぱりちょっと歩きづらいから、もうちょっ

と歩きやすいように変えたいね」という意見

もあれば、その話合いを経た上でまちが変わ

っていくと、より一層そこに住む人たちが自

分たちの意見を取り入れられて、まちがどち

らかというと機能的になることばかりを求

めるとやはり無機質なまちになりますから、

美しさも含めて、こういうまちだと私たちは

ここに誇りを持てるよねというような場所

にしていけるということを思い描いていけ

るといいなと今お話を聞きながら思いまし

た。 

 以上です。ありがとうございます。 

○八藤後会長 ありがとうございます。すば

らしいお話だったと思います。 

 ほか、よろしいでしょうか。 

○辻井ＵＤ担当係長 事務局から先ほどの

説明の補足をさせてください。 

 まず、２点補足がございまして、１点目は

バリアフリー地区別計画をつくるに当たっ
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ていろいろな意義はあるのですが、その一つ

として、やはり障がい当事者、高齢者の方と

か子育て中の方とか、そういった当事者の

方々のご意見をお伺いしながら、あと、まち

歩き点検というのも行いながらつくってい

くということで、当事者本位の計画がつくら

れるという仕組み、これは足立区だけではな

く国の制度としてそうなっていますので、そ

ういう仕組みではあるのですが、ここがほか

の区の中でつくる計画と違うところではあ

るかなということでございます。 

 それだけではなく、その声を事業者の方に

伝える、それから事業者の方もその声を基に

事業を検討していただくということで、先ほ

ど真鍋委員からも説明がありましたように、

東綾瀬公園であれば東京都が管理している

公園ということで、事業者である東京都がそ

れを反映して進めるということもございま

す。 

 それから、警視庁、特に交通管理者に関し

ては、横断歩道とかにエスコートゾーンとい

われる横断歩道の真ん中に白い突起のつい

た点字ブロックに近いものをつけたり、音響

機能がついた信号機をつけたりするような

ところもありますが、それも地区別計画を策

定したところを優先して警視庁が計画をつ

くるような取組もありますので、そういうこ

とで事業者の皆様に働きかけるというとこ

ろは一応大きいのかなという状況でござい

ます。 

 それから最後に補足のもう１点は、先ほど

申し伝え忘れたのですが、まち歩き点検にご

協力いただいた方にお礼申し上げるところ

を、もう一つは、六町ということで、事業者

として、つくばエクスプレスの猿田委員にも

いろいろご協力いただいております。ありが

とうございます。 

 私からは以上です。よろしくお願いします。 

○八藤後会長 いろいろ背景についてご説

明いただきましてありがとうございます。 

 では、よろしいですか。 

 それでは、以上で本日の議事については全

て終了ということでございます。 

「その他」ということで、今までに出た話

の中で言い忘れたこととか、それから今日の

議題になかったけれども、ちょっとこれは言

っておきたいというようなことがございま

したらお受けいたしますけれども、いかがで

しょうか。―よろしいでしょうか。 

 では、なければ司会進行を事務局にお返し

いたします。よろしくお願いします。 

○安岡ＵＤ担当課長 八藤後会長、ありがと

うございました。 

 本日は、委員の皆様にはお忙しい中、生涯

学習センターまでお越しいただきまして、誠

にありがとうございました。 

 最後に、何度も申し上げて申し訳ないので

すけれども、区民委員の募集とバリアフリー

地区別計画、特に応募が少ないのと、バリア

フリー地区別計画についても、ご意見が本当

に少ない状況でございます。ぜひとも皆様の

ご協力をいただければと思います。 

 また、区民委員のチラシについては、予備

をお持ちしておりますので、もしお知り合い

の方とかにお配りいただける場合はよろし

くお願いいたします。 

 次回の第３９回足立区ユニバーサルデザ

イン推進会議なのですけれども、３月２７日

（木曜日）の午前１０時から１２時の間で、

今度はいつもの区役所の８階の特別会議室

で開催を予定しております。内容につきまし

ては、今回評価点が確定いたしました令和５

年度実施事業評価報告書について、令和７年

度ＵＤ推進会議のスケジュールについて、推

進会議委員の委嘱について等を予定してお

ります。よろしくお願いいたします。 

 以上をもちまして、第３８回足立区ユニバ

ーサルデザイン推進会議を閉会いたします。

ありがとうございました。 

 お車でお越しの方は駐車券をご用意して

おりますので、お帰りの際に事務局までお申

し出ください。 

 本日は誠にありがとうございました。 

 

閉会 


